
人
事
院
は
、
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
院
規
則
一
○
䢣
五
（
職
員
の
放
射

線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
改
正
に
関
し
次
の
人
事
院
規
則
を
制
定
す
る
。

令
和
元
年
八
月
十
九
日

人
事
院
総
裁

一

宮

な
ほ
み

人
事
院
規
則
一
〇
䢣
五
䢣
一
〇

人
事
院
規
則
一
○
䢣
五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事
院
規
則

人
事
院
規
則
一
○
䢣
五
（
職
員
の
放
射
線
障
害
の
防
止
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
職
員
の
線
量
の
測
定
）

（
職
員
の
線
量
の
測
定
）

第
五
条

（
略
）

第
五
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）



４

前
三
項
に
規
定
す
る
測
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
測
定
の

４

前
三
項
に
規
定
す
る
測
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
測
定
の

結
果
に
基
づ
く
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の
算
定
は
、

結
果
に
基
づ
く
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の
算
定
は
、

放
射
性
同
位
元
素
等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

放
射
性
同
位
元
素
等
に
よ
る
放
射
線
障
害
の
防
止
に
関

十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
。
以
下
「
放
射
性
同
位
元

す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
七
号
。
以

素
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ

下
「
防
止
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ

い
て
定
め
ら
れ
る
技
術
上
の
基
準
に
よ
つ
て
行
う
も
の

い
て
定
め
ら
れ
る
技
術
上
の
基
準
に
よ
つ
て
行
う
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

（
施
設
等
の
基
準
）

（
施
設
等
の
基
準
）

第
六
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
職
員
に
放
射
線
業
務
（
第

第
六
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
職
員
に
放
射
線
業
務
（
第

三
条
第
五
項
第
八
号
の
業
務
を
除
く
。
）
を
行
わ
せ
る

三
条
第
五
項
第
八
号
の
業
務
を
除
く
。
）
を
行
わ
せ
る

に
は
次
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

に
は
次
条
か
ら
第
十
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

放
射
性
同
位
元
素
等
規
制
法
第
六
条
、
医
療
法
（
昭
和

防
止
法
第
六
条
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二

二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
二
十
三
条
及
び
核
原

百
五
号
）
第
二
十
三
条
及
び
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物



料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る

質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二

法
律
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し

年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定

た
施
設
等
で
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
る
基
準
に
適
合
し
た
施
設
等
で
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
汚
染
の
防
止
及
び
除
去
）

（
汚
染
の
防
止
及
び
除
去
）

第
十
六
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
密
封
さ
れ
て
い
な
い
放

第
十
六
条

各
省
各
庁
の
長
は
、
密
封
さ
れ
て
い
な
い
放

射
性
物
質
又
は
こ
れ
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
物
を
使
用
し

射
性
物
質
又
は
こ
れ
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
物
を
使
用
し

、
保
管
し
、
運
搬
し
、
保
管
廃
棄
し
、
又
は
廃
棄
す
る

、
保
管
し
、
運
搬
し
、
保
管
廃
棄
し
、
又
は
廃
棄
す
る

場
合
等
に
お
い
て
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
（
以
下

場
合
等
に
お
い
て
、
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
（
以
下

「
汚
染
」
と
い
う
。
）
を
防
止
し
、
又
は
除
去
す
る
に

「
汚
染
」
と
い
う
。
）
を
防
止
し
、
又
は
除
去
す
る
に

当
た
つ
て
は
、
次
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
に
定
め
る
も

当
た
つ
て
は
、
次
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
に
定
め
る
も

の
の
ほ
か
、
放
射
性
同
位
元
素
等
規
制
法
第
十
五
条
か

の
の
ほ
か
、
防
止
法
第
十
五
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
の

ら
第
十
九
条
ま
で
の
規
定
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
技

規
定
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
る
技
術
上
の
基
準
に
適
合



術
上
の
基
準
に
適
合
し
た
方
法
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

し
た
方
法
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
い
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
元
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


